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無責任な餌付けは絶対ダメ！動物を飼うなら最後まで！
　動物を飼うことは、その動物の
一生に責任を持つことです。飼え
なくなったからといって、遺棄す
る(捨てる)ことは犯罪です。
　同じことは、自分の子どもや家
族には決してできないということ
を考えてから飼い始めましょう。

　「かわいい」「かわいそう」という
一時的な感情で、無責任に餌

え

付
づ

けを
行うと犬猫の無秩序な繁殖を招き、
結果的に尊い命の殺処分につながっ
てしまいます。
　餌付けをするなら最後まで面倒を
見る覚悟を持ちましょう。

大
好
き
な
犬
猫
た
ち
が
、
い
つ
ま

で
も
飼
い
主
と
幸
せ
に
暮
ら
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
す

る
、
古
河
市
動
物
愛
護
協
議
会
の
皆
さ

ん
。
適
正
な
飼
育
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
飼
い
き
れ
ず
に
遺
棄
さ
れ
た
り
し
て

命
を
落
と
す
犬
猫
た
ち
が
い
な
く
な
る
よ

う
に
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ふ
れ
あ
い
教
室

の
開
催
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て

言
う
の
は
「
犬
猫
を
飼
う
な
ら
絶
対
に
不

妊
去
勢
手
術
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
。
そ
こ
に
は
、
意
図
せ
ず
生
ま
れ
て
き

て
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
た
子
犬
・
猫
た
ち

が
遺
棄
さ
れ
て
し
ま
う
現
状
を
、
幾
度
と

な
く
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
強
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
活
動
は
、
迷
子
捜
索
や
里
親

支
援
も
含
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
小
さ
な
活
動
を
積
み
重

ね
て
、
一
匹
で
も
多
く
の
命
を
救
い
、
人

と
動
物
が
共
生
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
き

た
い
と
話
し
ま
す
。

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

　古河市動物愛護協議会の活動を以前からSNS
で見ていたので、保護猫の譲渡には関心があり
ました。今年の6月に銀の飼い主を探している
という投稿を見た時に出会いを感じ、迷わず里
親になることを決めました。
　家に3匹の猫がいたので不安はありました
が、今では4匹が仲良く暮らしているので安心
しています。保護猫たちが新たな飼い主と一緒
に幸せに暮らすことができるように、私にでき
ることで協力していきたいです。

　1年半前、たまたまSNSで保護された子猫のし
じみを見つけました。飼うならペットショップ
で探すのではなく保護猫にしたいと考えていた
ので、縁を感じて里親になることを決めました。
　好奇心旺盛でやんちゃなしじみは、まるで手
のかかる子どものようです。本当に目が離せま
せんが、いつも幸せをもらっています。「私た
ちの家に来てくれてありがとう」と心から伝え
たいですね。

飯山由美さんと銀ちゃん 香川裕
ひ ろ

英
ひ で

さんとしじみちゃん

自分の行動に責任を持てますか?

さくら耳は不妊手術
済みのしるしです

生まれてくる命に
責任を持てないなら不妊去勢を

　猫は条件次第で、年に2～3回出産することができま
す。1回の出産で5匹程度生まれるため、途中で飼いき
れなくなり遺棄されてしまうことが多くあります。
　私たちの都合で大切な命が失われることのないように

不妊去勢手術を受けさせてください。

古
河
市
動
物
愛
護
協
議
会

　市では不妊手術費用の助成を行っていますが、
今年度は予算上限に達したため終了しました。来
年度の予定などについては、問い合わせください。

【問】 環境課℡76-1511

　
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
動
物
愛
護
や
適
正
な
飼

い
方
な
ど
の
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
、
古
河
市

動
物
愛
護
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。


